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労働者側 

 

 

「岡山県各種商品小売業」最低賃金についての意見要旨 
  

１．組合の名称等 

  ○ 組合名称              ○ 意見発表者 役職 氏名 

ＵＡゼンセン 全天満屋労働組合     役職  中央書記長  氏名 森本 翔大 

 

２．本年の春闘結果及び賃金の動向 

（１）連合集計、加重平均、7 月 5 日時点  

 賃上額 賃上率 

正社員 10,560 円 3.58％ 

非正規労働者 52.78 円 5.01％ 

（２）ＵＡゼンセン流通部門集計、加重平均 8 月 1 日現在 

 賃上額 賃上率 

正社員  10,284 円 3.59％ 

パートタイマー 52.6 円 5.15％ 

 ＵＡゼンセンでは、8 年連続でパートタイマーの賃上率が正社員を上回った 

 流通業においては、パートタイマーを中心とした非正規労働者の賃金改善が進んでいる 

 

３．上記産業別最低賃金が適用される業種の経済情勢及び今後の見通し 

   政府が発表した 7 月月例経済報告によると、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の

効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待されると示されている。 

しかしながら、世界的な金融引き締め等が続く中、海外景気の下振れが日本の景気を下押

しするリスクとなっている。また、物価上昇、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する

必要があると示されていた。 

 特に小売業は物価高に対し消費者価格への転嫁を最小限に抑えている一方で、必ずしもそ 

の収益構造は強固と言えず、厳しい経営環境が続いている。今後小売業が生活必需品を安定 

的に供給し事業を継続していくためには、デジタル技術の活用などを通じた効率化・合理化 

を徹底して行い、企業ごとの強みを生かした戦略的な経営に繋げることが重要である。 

 

４．その他の特記事項（雇用情勢等） 

   岡山労働局が 6 月に発表した雇用情勢資料によると、5 月の岡山県の有効求人倍率は 1.55

倍であり、前月比で 0.04 ポイント上昇した。求人数を見ると、卸売・小売業は前年同月対比

で 43.2％増加し、本格的にアフターコロナへ突入したように見受けられる。 

しかしながら、小売業はハード面でのデジタル化などの効率化が進む一方で、既存社員の

一人当たりの負担が比例して減少できていないケースも想定されており、単純に人手不足が

解消されたとは言い難い状況である。 

特に生活必需品を取り扱う業態は安定した顧客需要があることは間違いなく、それに対応



労働者側 

する店頭販売要員の確保の必要性は非常に高いと考えられる。また、効率化により正社員と

有期雇用社員やパートタイマー、アルバイト間の役割分担がより一層明確化され、最低賃金

適用の労働者、とりわけ店頭ではたらく労働者への依存度が更に高まっていくと考えられる。 

こうした背景が業界のイメージ向上につながらず、結果として定着率の低下・採用難に大

きく影響しているといえる。 

 

５．各種商品小売業特定最賃の考え方について 

本年は地賃が 40 円上がり、あがり幅のスピードが加速している中、特定最賃が追い付い

ていません。 

  過去 3 年の審議結果をみると 2022 年は 17 円、2021 年は 13 円、2019 年は 24 円の労使合意 

 となっており、最大 24 円の上がり幅となっている。その時代背景はあるものの、特定最賃の

優位性は保たれてきました。 

 本年は地賃に対し 22 円埋没している状況であるが、特定最賃の基本的考えである流通業の  

魅力向上そして人材確保の観点からみれば、地賃に負けない特定最賃であり埋没しないよう 

に特定最賃を上げてく事と思います。 

  また、様々な業種を含んでいる業態であるが、その一歩先を各種商品小売業は流通業の先 

 駆者でなければならないと思います。 

  地賃と比較をする考えもあるが、私どもは岡山 6 業種の特定最賃と比較し他業種に負けな 

い産業つくり、特定最賃額にしていかなくてならないと考えております。 

 

６． 私たちが目指す特定最低賃金について 

私たちは、これまで掲げてきた「誰もが時給 1,000 円」を堅持しつつ、連合リビングウェ 

  イジでは、岡山県は 1,050 円となっております。 

本年も４％物価も上がり、来年も同様に物価が上がれば生活に直結します。業績があがり、

賃金が上がり、可処分所得を増やし衣食住にも使えるお金を回さなければなりません。 

最低な生活を確保するうえで、リビングウエッジ 1,050 円と特定 910 円の差額 140 円の差を

縮めて行かなくては、ならないと考えております。なお岡山 7 業種の時間給では単純平均で

962 円となっており、商品小売業平均より下回っています。 

この春闘で短時間労働者の賃上げ率では、連合岡山では 5.01%、ＵＡゼンセンでは 5.15％

という結果になっております。 

そこで、ＵＡゼンセン・連合の賃上げの妥結額 52 円から埋没している 22 円を引いた 30

円を要求額と致します。 

上記、地賃に 22 円埋没している中で、次年度以降も今回と同じような状況になることとを

想定しつつも、最低限の生活水準を確保するのと、岡山の他業種に負けない産業にしなけれ

ばならないと考えております。 

 

 

以 上 




